
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2020年　4　月　13　日 ～ 2020 年  12  月  31  日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 　田坂 定智 所属 呼吸器内科・感染症科

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　　0172－39－5468　　　 FAX 　　0172－39－5469

患者さんの情報は、研究事務局で発行される施設番号と登録番号を用い
て報告されます。情報のやりとりはこれらの番号を用いて行われます。氏
名等の登録症例の個人情報と登録番号に関しては、各施設で対応表を
作成して管理し、対応表は各施設における研究責任者が厳重に施錠管
理します。また研究の発表・報告に際しても個人情報は一切公表しませ
ん。

呼吸器内科・感染症科　　田坂 定智

COVID-19と診断された患者さんを対象とし、匿名化された患者さんの基
本情報（施設名、患者さんの性別、生年月、入院日、退院日、ウイルス検
査の結果、既存疾患、入院時の状態など）および投薬時の状態（患者さん
の状態、治療内容、検査値、薬剤の名称、投与量および投与期間）を集
計します。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

ファビピラビル等の抗ウイルス薬が投与されたCOVID-19 患者の背景因
子と治療効果の検討

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）と診断されファビピラビル等の抗
ウイルス薬が投与された患者さん（全国で200名程度）

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

呼吸器内科・感染症科

新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）に対するファビピラビルを
はじめとする抗ウイルス薬の実際の治療効果や、それに関連する背景因
子などは不明であり、投与症例の詳細な解析が必要です。実際にどのよ
うな患者さん（患者さんの背景や重篤度）に抗ウイルス薬を投与すると、そ
の効果が見られるかどうかを迅速に集計、公表することが期待されていま
す。そこで、本研究では、COVID-19 に対し抗ウイルス薬を投与された患
者のデータを集計します。

COVID-19 に対してファビピラビル等の抗ウイルス薬治療がなされた患者
さんの背景因子と治療効果を多施設で迅速に収集することにより、それら
の薬剤の効果を推定し、今後の臨床研究に役立てることを目的としていま
す。

本研究を実施するにあたり開示すべき利益相反はありません。

土井洋平 （藤田医科大学 微生物学講座・感染症科 教授）


